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１．組織の再編により、安全や車両品質、異常時対応力が向上する施策とすること。また、社員の働きがい

が向上する施策とすること。 

２．組織の再編により、企画部門の業務が現業機関に移管され業務量が増加することから、現場の負担が

増大しないように必要な要員を確保すること。また、東京総合車両センターの要員体制を示すこと。 

３．「車両関係社員のキャリアパスについて」の目的を明らかにし、車両職のライフサイクルがどのように 

変更されるのかを具体的に示すこと。また、組織再編後の人事異動については、これまで行ってきた 

マザーベースである総合車両センターと車両センターとの技術交流の考え方を残すこと。さらに、異動

にあたっては本人の希望や生活状況を勘案し本人が納得を得られるものにすること。 

４．技術技能継承が確実に継承されるフィールドを各現場で構築し、車両メンテナンスのエキスパートの 

育成を行うこと。 

５．首都圏本部のモビリティ・サービスユニット（車両）が東京総合車両センター内に設置されるが、要員  

体制を示すこと。また、企画部門の業務と現業機関の業務を混同させないこと。さらに、指揮命令系統

はこれまで通りとすること。 

６．実施時期を２０２２年１０月と２０２３年６月に分ける理由を明らかにし、実施時期までに納得感を得ら

れる社員説明を行い、社内外にも組織再編を周知し、万全の準備を整えてから実施すること。 

７．施策実施以降、業務量や要員の変化が発生した場合は JR東日本輸送サービス労働組合に提案すること。 

https://www.jtsu-e-tokyo.org/
https://twitter.com/tokyo_jtsu_e

